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	盛土の実施工にあわせて沈下盤を用いた実計測を行い，双曲線法により最終沈下量の算定を行った.時間-沈下曲線を図-3に示す.その結果,最終沈下量は12mmと算定され,圧密沈下解析と比較して小さな値となった.その理由としては実際の地盤には土質試験試料と比較して礫分が多く含まれていたことが考えられる.
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	各転圧機種ごとの転圧回数と締固め度の関係を図-4,転圧回数と表面沈下量の関係を図-5に示す.締固め度の管理基準値94%を満足する転圧回数は,10t振動ローラで2回,4tコンバインドローラで4回であることを確認した.
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	試験結果より,締固め度が管理規格値を満足し,かつ転圧に伴う表面沈下量の収束する転圧回数は,10t振動ローラで2回,4tコンバインドローラで4回であることが確認できた.ただし,実施工においては転圧漏れ等の懸念があることからそれぞれ転圧回数を2回追加し,10t振動ローラで4回,4tコンバインドローラで6回の転圧をすることとした. 今回の盛土施工における施工仕様を表-6に示す.
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